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　議会に対するご意見、あるいは「議会だより」を読んで
の感想など、何でも結構です。
　あなたの声をお聞かせください。
《連絡先》

美浜町議会事務局
TEL　23-4958 　FAX　23-5544
mail  gikai@town.wakayama-mihama.lg.jp
URL  http://www.town.mihama.wakayama.jp/bunya/mihamachogikai/

あなたの意見をお待ちしております 　
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
と
中

央
公
民
館
に
お
い
て
も
、
議

会
中
継
が
視
聴
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

You Tube 動画配信をしています！You Tube 動画配信をしています！
　一般質問をYou Tube動画配信しています。

　美浜町議会ホームページからも、ご覧になれます。

美浜町役場　議会事務局　〒644-0044  和歌山県日高郡美浜町和田1138-278　TEL 0738-23-4958　 FAX 0738-23-5544
mail：gikai@town.wakayama-mihama.lg.jp　URL：http://www.town.mihama.wakayama.jp/bunya/mihamachogikai/

議会だより議会だよりみ は ま
令和5年（2023年）7月25日

６月議会
第２回定例会

150第 号

町政に問う！
こんな質問がありました
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美浜町議会

３月

４月

５月

６月

１２日 例月出納検査

全員協議会

１５日 内外情勢調査会　 議長・副議長

１７日 議員研修会

地震・津波対策特別委員会

１９日 議会運営委員会

第２回臨時会

文教厚生常任委員会

２３日

２４日
全国町村議会議長・副議長研修会　 議長・副議長

２６日 総務産業建設常任委員会

３０日 県議長会・定期総会　議長

御坊日高老人福祉施設事務組合議会

日高郡町議会議長会臨時総会　議長　

日高広域消防事務組合議会

例月出納検査・随時監査

議会運営委員会

第１回定例会（第１日）

全員協議会・総務産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

第１回定例会（第２日/一般質問）

第１回定例会（第３日/一般質問）

議会広報特別委員会・地震・津波対策特別委員会

第１回定例会（第４日/議案審議）

第１回定例会（第５日/議案審議）

第１回定例会（第６日/議案審議）

議会広報特別委員会

１日

３日

６日

８日

１０日

２０日

２２日

２３日

２４日

２７日

３０日

６日 議会広報特別委員会

７日 全員協議会

日高郡町議会議長会 第1回定期総会　議長

１０日 例月出納検査

１４日 議会広報特別委員会

日高郡事務協議会総会　議長

２７日 県議長会・理事会　 議長

４日 和歌山駐屯地創立６１周年記念行事

８日 議会運営委員会

総務産業建設常任委員会

９日 例月出納検査・定期監査

１２日 市町村振興協会評議委員会　 議長

１３日 第２回定例会（第１日）

総務産業建設常任委員会・文教厚生常任委員会

議会広報特別委員会・地震・津波対策特別委員会

２１日 第２回定例会（第２日/一般質問）

２２日 第２回定例会（第３日/一般質問）
２３日 第２回定例会（第４日/議案審議）

２９日 御坊広域行政事務組合議会

御坊市外五ヶ町病院経営事務組合議会

議会の動き議会の動き 【３月～６月】《議員の出席した会議や研修 ・ 行事など》

私たちは、町内の方が作って
くれた、かかしだよ。
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５月臨時会の審議結果５月臨時会の審議結果
賛成…〇 反対…× 欠席…欠　退席…退 

　第２回臨時会は、５月19日に開き、報告５件、議案２件について
審議を行いました。

件名と内容

議席番号 １ ２ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

結
果

議
員
名

専決処分事項の報告（美浜町税条例の一部を改正する条例）について
専決処分事項の報告（美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）について
専決処分事項の報告（令和４年度美浜町一般会計補正予算（第９号））について
専決処分事項の報告（令和５年度美浜町一般会計補正予算（第１号））について
専決処分事項の報告（令和５年度美浜町一般会計補正予算（第２号））について
令和５年度美浜町一般会計補正予算（第３号）について
和田財産区管理委員の選任について

※議長は採決に加わらないため「－」で表示
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○
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○

○

○

○

○

３

採決 賛９・反０

採決 賛９・反０

採決 賛９・反０

採決 賛９・反０

採決 賛９・反０

採決 賛９・反０

採決 賛９・反０

鈴
川

　基
次

谷

　
　進
介

龍
神

　初
美

繁
田

　拓
治

碓
井

　啓
介

山
﨑

　悦
子

松
下

　太
一

古
山

　経
生

北
村

　龍
二

谷

　
　重
幸

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

松
く
い
虫
防
除
事
業

松
く
い
虫
防
除
事
業

　
　
　
　
　
　
　

　
個
人
住
民
税
の
森
林
環
境
税

の
導
入
に
伴
う
徴
収
方
法
等
の

規
定
の
整
備
、
扶
養
親
族
等
申

告
書
の
記
載
事
項
の
簡
素
化
、

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の

税
率
変
更
区
分
の
見
直
し
及
び

種
別
割
に
係
る
グ
リ
ー
ン
化
特

例
等
の
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
賦

課
限
度
額
の
引
上
げ
及
び
軽
減

判
定
取
得
の
改
正
。

　
　
１
億
１
９
０
０
万
円
減
額

の
理
由
は
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

及
び
事
務
手
数
料
等
の
必
要
額

を
寄
附
額
の
７
割
で
計
算
し
て

い
た
が
、
６
割
弱
の
支
出
で
済

ん
だ
た
め
。

　
　
も
う
少
し
臨
時
会
を
早
く

開
け
ば
専
決
の
必
要
は
無
か
っ

た
の
で
は
。

　
　
県
か
ら
の
デ
ー
タ
が
町
に

届
く
ま
で
進
め
ら
れ
な
い
た

め
、
一
ヶ
月
程
度
の
余
裕
が
必

要
。

　
　
予
想
以
上
の
薬
剤
高
騰
で

あ
る
が
。

　
　
県
の
方
で
も
予
想
し
づ
ら

い
よ
う
な
値
上
が
り
だ
っ
た
よ

う
だ
が
、
県
の
補
助
金
が
満
額

い
た
だ
け
る
と
い
う
ふ
う
に
打

ち
合
わ
せ
済
み
。

竿
本
　
和
也

◆
条
例
の
一
部
改
正

美
浜
町
税
条
例

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例

◆
令
和
４
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
令
和
５
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金

人

　
　
　
　事

和
田
財
産
区
管
理
委
員

QQ
AA

&ありました！質問こんな が５月臨時会

AAAA QQQQ

AA QQ



《第150号》みはま議会だより３

６月議会の審議結果６月議会の審議結果

賛成…〇 反対…× 欠席…欠　退席…退 

　６月定例会は、６月13日から23日までの11日間の会期で開き、条
例の改正、令和５年度一般会計補正予算など報告１件、議案８件につ
いて審議を行いました。

件名と内容

議席番号 １ ２ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

美浜町津波避難タワー設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例について

美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

美浜町立ひまわりこども園条例及び美浜町学校給食の実施及び
学校給食費の管理に関する条例の一部を改正する条例について

美浜町介護保険条例の一部を改正する条例について

令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号）について

令和５年度美浜町一般会計補正予算（第５号）について

令和５年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について

令和５年度美浜町水道事業会計補正予算（第１号）について

※議長は採決に加わらないため「－」で表示
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― ○

― ○
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― ○

― ○
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○
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○
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○
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鈴
川

　基
次

谷

　
　進
介

龍
神

　初
美

繁
田

　拓
治

碓
井

　啓
介

山
﨑

　悦
子

松
下

　太
一

古
山

　経
生

北
村

　龍
二

谷

　
　重
幸

採決
賛９・反０

採決
賛９・反０

採決
賛９・反０

採決
賛９・反０

採決
賛９・反０

採決
賛９・反０

採決
賛９・反０

採決
賛９・反０

議
員
名

結
果

　６月13日、第２回定例会において、和歌

山県町村議会議長会会長より県役員として、

在職３年以上により特別功労

者表彰を受賞されたので、表

彰状の伝達が行われました。

特別功労者表彰受賞　【谷 重幸議長】



碓 井　啓 介
● 気象警報発令時の町の対応

1 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ページ

山 﨑　悦 子 
● 令和５年度　施策方針・提案理由説明から
● 美浜町地域福祉センターの管理運営について

4 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ページ

北 村　龍 二 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10ページ
● 施政方針から思うこと
● 学童保育の将来について

6

谷　　 進 介 7 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11ページ
● 施政方針より

繁 田　拓 治
● 煙樹ヶ浜松林の松の保全について

2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ページ

町政に問う！町政に問う！町政に問う！
一般質問  ７議員が登壇

松 下　太 一 
● 農業の高齢化と後継者不足の現状について
●  ｢煙樹ヶ浜の松林｣の保健保安林としての活用について

3 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ページ

● 避難所での対応について
● 大雨被害に見舞金は考えているか

5 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ページ5 古 山　経 生

みはま議会だより《第150号》 4



質
問
　
去
る
６
月
２
日
の
豪

雨
災
害
の
時
、
町
内
全
域
で

土
砂
災
害
を
対
象
と
し
た
、

避
難
指
示
が
発
表
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
避
難

所
の
開
設
は
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
一
ヶ
所
の
み
だ
っ
た
。

　
本
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
お
い
て
も
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
ほ
と
ん
ど
が
、
和

田
地
区
の
西
山
周
辺
や
三
尾

地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
時
三
尾
地
区
に

通
じ
る
県
道
は
通
行
止
め
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
様
な
状

況
で
三
尾
地
区
に
避
難
所
を

開
設
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

町
長
　
風
速
荘
は
大
雨
の
際
、

窓
に
雨
が
漏
っ
て
く
る
た
め
、

避
難
し
た
人
も
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
は

と
思
っ
た
。

　
ま
だ
県
道
も
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
な
い
中
、
安
心
安

全
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
た

め
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
。

質
問
　
雨
漏
り
が
酷
い
と
い

う
こ
と
が
避
難
所
を
開
設
し

な
か
っ
た
理
由
に
な
ら
な
い

の
で
は
。

　
ま
た
当
時
、
県
道
は
通
行

出
来
た
と
の
こ
と
だ
が
、
避

難
指
示
発
表
後
、
２
時
間
半

で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
時
間
内
で
三
尾
地
区
の

方
々
全
員
を
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
安
全
に
避
難
さ
せ
る
す

べ
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

町
長
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

全
員
避
難
と
い
う
想
定
で
は

な
か
っ
た
。

　
自
宅
で
の
垂
直
避
難
や
親

類
・
友
人
宅
へ
の
避
難
も
想

定
し
て
い
た
。

　
今
回
の
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
、
今
後
し
っ
か
り
や
っ

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
避
難
指
示
時
は
、
備

蓄
の
保
存
食
な
り
を
出
し
て

い
く
ふ
う
に
、
担
当
課
と
話

し
て
い
る
。

質
問

質
問

町
長

町
長

《第150号》みはま議会だより５

気
象
警
報
発
令
時
の

町
の
対
応

気
象
警
報
発
令
時
の

町
の
対
応

答

質
問

一
般
質
問

碓井啓介議員

三尾地区に避難所を
開設しなかった理由は

大雨の際に窓に雨が
漏ってくる為

答
弁

三尾　風速荘

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

▲ 土砂災害警戒区域と風速荘の位置関係
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質
問
　
い
ろ
ん
な
原
因
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
松
枯
れ
が
止

ま
ら
な
い
が
。

町
長
　
ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
で

消
毒
を
し
て
い
る
。

質
問
　
同
じ
薬
剤
を
使
用
し

て
い
る
理
由
は
。

町
長
　
安
全
性
と
使
い
や
す

さ
効
果
か
ら
、
最
も
使
用
さ

れ
て
い
る
。

質
問
　
同
じ
薬
剤
を
使
い
続

け
る
と
耐
性
が
で
き
、
効
き

目
が
低
下
す
る
の
で
、
１
８

０
倍
の
高
濃
度
散
布
の
必
要

が
あ
る
の
で
は
。
高
額
だ
。

町
長
　
適
正
な
希
釈
濃
度
で

あ
る
。

質
問
　
人
的
影
響
は
。
車
に

か
か
る
と
大
変
だ
が
。

農
林
水
産
建
設
課
長
　
被
害

の
訴
え
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
車
に
か
か
る
と
変
色
す
る

の
で
、
洗
車
を
し
て
い
る
。

質
問
　
雑
木
と
の
混
合
林
で

松
が
育
つ
と
思
う
か
。
　
　

　
昔
は
た
き
木
に
す
る
た
め

に
、
雑
木
を
切
っ
た
。

　
ガ
ス
や
電
気
器
具
等
が
普

及
し
て
か
ら
、
松
葉
を
か
い

た
り
し
な
く
な
り
、
今
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
た
。

　　　
そ
れ
ま
で
は
、
西
山
に
も

た
く
さ
ん
松
が
生
え
て
い
た
。

町
長
　
や
が
て
広
葉
樹
に

と
っ
て
か
わ
る
が
、
人
為
的

に
継
続
す
る
こ
と
で
維
持
で

き
る
と
考
え
る
。

質
問
　
中
の
道
よ
り
海
側
の

雑
木
を
切
っ
て
、
松
の
純
林

に
し
て
は
。

町
長
　
松
く
い
虫
の
根
絶
は

不
可
能
で
あ
る
。

　
松
を
純
林
に
転
換
す
る
こ

と
は
賢
明
な
選
択
で
は
な
い

と
考
え
る
。

質
問
　
こ
の
ま
ま
で
は
植
生

遷
移
が
進
み
、
松
林
は
雑
木

林
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
現
実
は
松
が
枯
れ
、
雑
木

ば
か
り
増
え
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
松
は
生
き

て
い
け
な
い
。

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、

宝
物
で
も
あ
る
松
林
の
松
を

守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
。
今
一
度
、
検
討

願
い
た
い
。

【※

遷
移
と
は
】

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
。

町
長
　
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
下
草
刈
り
や
駆
除
等

継
続
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

農
林
水
産
建
設
課
長

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

▲ 大変な作業

▲ 松林？雑木林？

▲ こんないい場所も

煙
樹
ヶ
浜
松
林
の
松
の
保
全

煙
樹
ヶ
浜
松
林
の
松
の
保
全

　　

一
般
質
問

繁田拓治議員

質
問 いずれ松林は雑木林に

県の指導を仰ぎながら答
弁

※



質
問
　
日
本
の
農
業
人
口
の

約
６
割
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、

平
均
70
歳
に
近
い
年
代
が
、

農
作
業
の
す
べ
て
を
自
分
が

中
心
に
な
っ
て
作
業
に
当

た
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
　
　

　
美
浜
町
に
お
い
て
は
、

も
っ
と
平
均
年
齢
が
あ
が
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
現
状

が
あ
る
。

　
現
在
和
田
地
区
に
お
い
て
、

ほ
場
整
備
事
業
が
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
。
　

　
農
地
の
集
積
・
集
約
化
等

が
促
進
さ
れ
、
担
い
手
の
解

消
が
で
き
る
も
の
と
期
待
で

き
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
高
齢
化
が
進
ん
で
来
て
い

る
現
状
を
鑑
み
、
持
続
可
能

な
農
業
を
め
ざ
し
、
合
理
的

に
農
業
経
営
を
進
め
て
い
く

上
で
、
農
業
の
一
部(

水
稲

栽
培)

等
の
経
営
の
組
織
化

を
、
町
が
指
導
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

町
長
　
農
業
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
の
現
状
に
つ
い
て

は
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
同
様
、
私

自
身
、
感
じ
て
お
り
心
配
し

て
い
る
。

　
若
い
担
い
手
が
少
数
で
あ

る
中
、
高
齢
で
も
現
在
現
役

で
、
特
に
水
稲
栽
培
に
励
ん

で
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。

　
集
落
営
農
は
、
作
業
の
役

割
分
担
や
農
機
の
共
同
利
用

に
よ
る
経
営
の
効
率
化
や
担

い
手
を
確
保
し
、
地
域
農
業

を
維
持
発
展
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
各
関
係
機
関
並

び
に
、
農
業
関
係
者
の
意
見

に
耳
を
傾
け
、
将
来
を
見
据

え
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
松
林
内
の
遊
歩
道
は

健
康
増
進
、
体
力
維
持
等
の

目
的
を
持
っ
た
各
世
代
の
多

く
の
人
々
が
利
用
し
、
楽
し

ん
で
歩
い
て
い
る
。
　

　
し
か
し
、
こ
の
広
い
松
林

も
浜
側
の
一
部
の
利
用
に
限

ら
れ
、
内
部
に
入
れ
ば
雑
木

が
生
い
茂
り
鬱
蒼
と
し
、
全

国
に
誇
れ
る
松
林
が
暗
い
イ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
　

　
美
浜
町
民
憲
章
に
も
「
松

の
み
ど
り
」
が
う
た
わ
れ
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
き
て

い
る
の
に
、
雑
木
が
生
い
茂

り
鬱
蒼
と
し
て
、
利
用
し
た

い
人
々
を
拒
ん
で
い
る
。
　

　
そ
の
人
達
に
、
も
っ
と
楽

し
み
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
遊
歩
道
の
整
備
及
び

雑
木
の
一
部
伐
採
を
し
、
明

る
く
開
か
れ
た
松
林
に
な
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

町
長
　
私
も
林
内
を
散
策
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
確
か
に

暗
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
煙
樹
ヶ
浜
松
林
は
「
潮
害

防
備
・
保
健
・
風
致
保
安

林
」
に
指
定
さ
れ
、
林
内
の

管
理
道
は
様
々
な
用
途
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
も
「
み
は
ま
健
康
リ

レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し

利
用
し
た
。

　
「
煙
樹
ヶ
浜
活
性
化
基
本

構
想
」
に
お
い
て
遊
歩
道
の

整
備
を
位
置
づ
け
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
基
本
構
想
内
の

他
の
整
備
と
調
整
し
な
が
ら

進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

▲ ほ場整備予定地域

《第150号》みはま議会だより7

質
問

高齢化が進む中
　　　持続可能な農業を

若い担い手が少数である中
水稲栽培に感謝

一
般
質
問

答
弁

松下太一議員

農
業
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
の
現
状
に
つ
い
て

農
業
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
の
現
状
に
つ
い
て

「
煙
樹
ヶ
浜
の
松
林
」
の
保

健
保
安
林
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て

「
煙
樹
ヶ
浜
の
松
林
」
の
保

健
保
安
林
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て

う
っ
そ
う
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キ
ャ
ン
プ
場
を
含
め

た
煙
樹
海
岸
活
性
化
と
し
て

は
、
王
子
公
園
の
遊
具
の
新

設
よ
り
、
吉
原
公
園
の
方
が
、

塩
害
に
対
す
る
耐
久
性
、
安

全
性
、
利
便
性
が
あ
り
、
町

外
か
ら
も
来
園
が
期
待
で
き
、

地
方
創
生
と
し
て
の
費
用
対

効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
吉
原
公
園
の
遊
具
の

新
設
は
考
え
て
い
な
い
。
　

　
町
内
の
一
ヶ
所
に
遊
具
を

そ
ろ
え
て
、
公
園
を
充
実
す

る
の
が
目
標
。

　
遊
具
を
増
や
し
て
、
美
浜

町
に
沢
山
の
人
に
き
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
。

質
問
　
三
尾
地
区
に
は
、
公

園
も
遊
具
も
何
も
な
い
が
、

必
要
な
い
と
考
え
る
か
。

町
長
　
三
尾
地
区
に
必
要
な

い
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

次
の
機
会
に
い
ろ
ん
な
所
へ

と
考
え
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
管

理
に
つ
い
て

質
問
　
社
会
福
祉
協
議
会
の

運
営
に
、
町
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
美
浜
町
社
会
福
祉
法

人
の
助
成
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
い
て
、
職
員
２
人
分
の

人
件
費
を
助
成
し
て
い
る
。

質
問
　
社
会
福
祉
協
議
会
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
営
不

振
に
よ
り
今
年
３
月
で
廃
業

さ
れ
た
が
、
町
と
し
て
再
開

は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
介

護
保
険
事
業
で
あ
り
、
令
和

２
年
の
理
事
会
で
、
令
和
元

年
度
か
ら
事
業
実
績
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
や
、
経
営
改

善
と
し
て
事
業
を
縮
小
す
る

な
ど
の
報
告
を
受
け
て
い
る

が
、
介
護
保
険
に
対
し
て
の

業
績
悪
化
に
つ
い
て
、
税
金

で
損
失
を
補
填
す
る
べ
き
で

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
他
の
法
人
と
同
様
の
対
応

で
あ
る
。

　
　
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
同
時
に
廃

業
し
た
が
、
再
開
で
き
な
い

か
。

町
長
　
在
宅
に
お
け
る
、
高

齢
者
の
見
守
り
や
健
康
状
態

を
把
握
で
き
る
良
い
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
社
会
福
祉
協
議
会
と
で
、

再
開
に
向
け
て
協
議
、
検
討

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

質
問
　
買
い
物
サ
ロ
ン
は
好

評
で
あ
り
、
地
域
及
び
回
数

の
拡
大
は
、
で
き
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
三
尾
地
区
及

び
本
ノ
脇
、
和
田
西
及
び
西

中
地
区
で
実
施
し
て
い
る
が
、

５
年
度
か
ら
和
田
東
、
東
中

地
区
の
方
も
利
用
さ
れ
て
、

地
域
は
拡
大
し
て
い
る
。

　
事
業
の
拡
大
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問
　
今
後
の
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
乳
幼
児
健
診
時
の
待

ち
時
間
に
、
親
子
へ
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
、
お
話
会

の
紹
介
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
、
緊
急
の

避
難
場
所
と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
。

町
長

碓井啓介議員

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

▲ 遊具の充実した王子公園

▲ 吉原公園の一角に松カフェが

　　

一
般
質
問

山﨑悦子 議員

質
問

地方創生の観点から吉原公園の
遊具を整備してはどうか

考えていない答
弁

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

管
理
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

管
理
に
つ
い
て



質
問
　
６
月
２
日
、
大
雨
で

住
民
へ
の
避
難
指
示
が
出
さ

れ
た
。

　
近
隣
の
市
町
で
も
、
旅
行

者
や
修
学
旅
行
生
を
受
入
れ
、

軽
食
の
提
供
な
ど
を
し
て
い

た
。

　
美
浜
町
で
も
、
台
湾
人
旅

行
者
30
名
を
受
け
入
れ
た
。

　
し
か
し
飲
料
水
の
提
供
も

な
く
、
ご
み
袋
や
ポ
ッ
ト
の

貸
し
出
し
も
、
し
ぶ
し
ぶ

だ
っ
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
対

応
が
残
念
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

町
長
　
今
回
の
大
雨
で
行
き

場
を
失
っ
た
旅
行
者
等
が
各

市
町
で
も
お
ら
れ
た
。

　
当
町
に
も
、
台
湾
か
ら
の

旅
行
者
33
名
を
乗
せ
た
観
光

バ
ス
が
冠
水
の
影
響
で
立
ち

往
生
し
、
避
難
所
で
一
夜
を

過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
自
主
避
難
時
は
自
前
で
食

料
等
を
持
参
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
、
今
回
は
避

難
指
示
発
令
時
に
は
備
蓄
食

料
等
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
飲
料
水
等

に
つ
い
て
提
供
を
行
わ
な

か
っ
た
の
も
事
実
。

　
今
後
こ
の
反
省
を
基
に
、

避
難
し
て
こ
ら
れ
た
方
へ
は
、

備
蓄
食
料
等
を
提
供
す
る
の

と
同
時
に
、
来
る
べ
き
災
害

に
備
え
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
。

質
問
　
今
回
の
大
雨
に
際
し
、

入
山
の
町
道
整
備
に
尽
力
頂

き
感
謝
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
大
雨
で
各
地

の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

入
山
地
区
で
は
ハ
ウ
ス
が
水

浸
し
に
な
っ
た
り
、
田
植
前

の
稲
が
駄
目
に
な
っ
た
り
、

田
ん
ぼ
の
被
害
な
ど
今
期
の

出
荷
に
影
響
が
出
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

見
舞
金
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
大
雨
や
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方

に
対
す
る
見
舞
金
制
度
は
当

町
に
な
く
、
今
後
も
創
設
の

予
定
は
な
い
。

　
県
に
は
災
害
見
舞
金
制
度

が
あ
り
、
住
家
が
床
上
浸
水

し
た
と
き
に
は
１
世
帯
当
た

り
５
千
円
が
支
給
さ
れ
る
。

　
被
災
の
規
模
に
よ
っ
て
、

災
害
弔
慰
金
や
災
害
障
害
見

舞
金
の
支
給
、
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
や
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
が
対
象
と
な

る
場
合
も
あ
る
。

質
問
　
日
本
国
や
美
浜
町
に

と
っ
て
、
農
業
は
大
切
で
守

ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
担
い
手
も
減
っ
て
い
る
中
、

こ
の
惨
事
で
町
か
ら
の
補
償

も
な
く
、
今
後
も
す
る
つ
も

り
も
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

農
業
発
展
の
た
め
に
何
か
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
今
回
の
災
害
で
農
業

に
つ
い
て
何
も
手
立
て
が
で

き
る
も
の
が
な
か
っ
た
。

　
見
舞
金
も
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
第
一
次
産
業
は
大
事

だ
。

　
美
浜
町
は
農
業
従
事
者
も

多
く
、
農
機
具
へ
の
浸
水
被

害
に
対
し
て
考
え
て
欲
し

か
っ
た
。

町
長
　
私
も
翌
日
、
入
山
を

回
り
、
何
か
い
い
補
助
が
な

い
も
の
か
担
当
課
長
と
も
探

し
た
が
な
か
っ
た
。

　
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、

今
後
も
農
業
に
従
事
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

町
長
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大
雨
被
害
の
見
舞
金
に
つ
い
て

大
雨
被
害
の
見
舞
金
に
つ
い
て

質
問

一
般
質
問

古山経生議員

反省を基に
今後備蓄の提供など考える

今回の大雨での
避難者対応が残念だった

▲ ゴムボートで救助される町民

答
弁

▲ 川の氾濫で田んぼが水没



質
問
　
施
政
方
針
よ
り
、
当

町
独
自
の
発
想
が
な
い
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

と
そ
の
あ
り
方
を
再
点
検
し
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
は
ど

う
か
。

町
長
　
常
に
目
標
の
達
成
を

意
識
し
な
が
ら
、
行
政
改
革

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。

　
第
８
次
美
浜
町
行
政
改
革

実
施
計
画
を
計
画
的
に
推
進

し
、
効
果
的
、
効
率
的
な
財

政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ
ン

ス
を
も
っ
と
活
用
し
て
計
画

を
立
て
る
べ
き
。

　
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の

計
画
が
中
途
半
端
に
入
っ
て

来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

【※

エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
】

　
裏
付
け
・
根
拠
・
証
拠

町
長
　
毎
年
、
新
年
度
予
算

計
上
に
向
け
、
予
算
編
成
の

下
、
職
員
み
ん
な
と
共
有
し

進
め
て
い
る
。

　
自
分
達
だ
け
で
決
め
る
の

で
は
な
く
、
外
部
の
委
員
さ

ん
に
も
来
て
も
ら
っ
て
意
見

を
聞
い
て
い
る
。

質
問
　
施
政
方
針
に
は
人
口

減
少
対
策
の
具
体
策
が
無
い

が
。

町
長
　
特
効
薬
が
な
く
非
常

に
難
し
い
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
何
か
良
い
案
が
あ
れ
ば
提

言
し
て
欲
し
い
。

　
執
行
部
と
議
会
が
一
丸
と

な
っ
て
、
こ
の
課
題
に
取
り

組
み
た
い
。

質
問
　
ず
っ
と
提
案
は
し
て

い
る
。

　
町
の
手
に
あ
ま
る
よ
う
な

土
地
の
売
却
。

　
住
宅
促
進
、
突
拍
子
の
な

い
提
案
な
ど
の
案
は
な
い
の

か
。

町
長
　
突
拍
子
の
な
い
発
想

は
持
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
い
う
ち
に
話
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
話
を
し
な
い
後

日
に
す
る
。

質
問
　
和
田
に
も
高
台
や
築

山
は
い
ら
な
い
の
か
。

　
和
田
に
は
西
山
が
あ
る
か

ら
と
い
う
発
想
だ
け
で
大
丈

夫
か
。

　
一
時
避
難
場
所
に
住
民
さ

ん
は
、
本
当
に
行
く
の
か
。

　
和
田
の
人
口
を
考
え
る
と

不
安
だ
。

　
東
、
東
中
の
一
部
は
一
時

避
難
場
所
に
は
遠
い
と
思
う
が
。

町
長
　
今
回
を
も
っ
て
大
き

な
ハ
ー
ド
整
備
は
、
一
旦
完

了
と
す
る
。

　
和
田
不
毛
周
辺
の
方
々
へ

の
高
台
設
置
は
、
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
。

　
い
ず
れ
い
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、
そ
の
時
考
え
て

い
く
。

　
今
年
度
は
、
ソ
フ
ト
面
と

し
て
自
主
防
災
会
の
人
材
育

成
、
組
織
強
化
、
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

学
童
保
育
に
つ
い

質
問
　
当
町
の
学
童
保
育
は

こ
れ
で
い
い
の
か
。

　
再
び
公
営
も
考
え
る
べ
き
。

　
な
ぜ
な
ら
、
１
０
０
％
町

が
負
担
し
て
い
る
の
で
、
何

か
起
こ
っ
た
時
で
も
町
が
解

決
す
る
の
で
あ
れ
ば
公
営
で

も
変
わ
ら
な
い
。

教
育
長
　
い
い
の
か
と
言
わ

れ
る
と
ベ
ス
ト
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

▲ 発想が素晴らしい町民さん

▲ ボランティアで作って頂いたひまわり畑

学
童
保
育
に
つ
い
て

学
童
保
育
に
つ
い
て

　　

一
般
質
問

北村龍二議員

質
問 和田の東・東中地区にも高台を

一旦、ハード整備完了
　　　今は考えていない

答
弁
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質
問
　
給
食
費
無
料
化
の
年

間
予
算
は
。

町
長
　
３
千
19
万
４
千
円
。

質
問
　
人
口
対
策
か
ら
少
な

く
な
っ
て
は
意
味
が
な
い
。

　
経
常
経
費
が
今
後
ず
っ
と

増
え
て
い
く
。
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
大
事
。

　
将
来
に
心
配
も
あ
る
が
、

そ
の
と
き
考
え
た
い
。

質
問
　
施
政
方
針
や
答
弁
は
、

相
手
方
に
理
解
を
得
る
こ
と

が
当
た
り
前
。
難
読
や
不
適

当
な
省
略
、
散
見
さ
れ
る
が
。

町
長
　
以
後
、
分
か
り
や
す

い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
。

町
の
地
域
特
性
に
つ
い
て

質
問
　
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長
　
面
積
が
県
下
２
番
目

に
小
さ
く
住
民
と
の
距
離
が

近
い
。
煙
樹
ヶ
浜
と
松
林
、

田
園
や
海
や
山
な
ど
、
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
、
交
通
網

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。

質
問
　
個
人
だ
け
の
思
い
で

は
意
味
が
な
い
の
で
は
。

町
長
　
各
職
員
に
知
ら
せ
共

有
し
て
進
め
て
い
る
。

質
問
　
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長
　
産
業
振
興
は
、
ほ
場

整
備
や
施
設
園
芸
施
設
、
西

川
河
川
整
備
事
業
等
に
よ
る

環
境
整
備
が
到
達
点
。

　
観
光
等
の
振
興
は
、
水
産

加
工
販
売
所
や
駐
車
場
、
隣

接
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
を
中
心

に
ア
ク
セ
ス
整
備
、
地
曳
網

漁
の
操
業
再
開
や
観
光
地
曳

網
、
資
源
放
流
等
、
産
業
と

観
光
資
源
を
線
で
結
び
、
来

訪
者
が
多
く
な
る
複
合
的
な

エ
リ
ア
を
創
出
し
、
美
浜
町
、

煙
樹
ヶ
浜
一
体
が
活
性
化
し
、

後
継
者
育
成
が
到
達
点
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
目
的
目
標
は
、
美
浜

町
の
活
性
化
、
発
展
で
、
い

ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全

て
手
段
で
あ
る
。

　
目
先
の
事
業
を
や
る
の
で

は
な
く
、
町
長
の
言
う
地
域

特
性
を
踏
ま
え
て
、
大
き
な

枠
組
み
で
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
仕
組
み
を
、
作
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

町
長
　
取
り
あ
え
ず
構
想
が

実
現
す
る
よ
う
各
課
で
担
当

を
決
め
て
い
る
が
、
総
合
的

に
ま
ち
づ
く
り
み
ら
い
課
と

も
決
め
て
い
る
。

　
そ
れ
が
実
現
で
き
る
ま
で
、

町
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
「
ハ
ー
ド
整
備
が
完

了
」
と
は
。

町
長
　
田
井
畑
、
上
田
井
が

完
了
し
て
区
切
り
を
し
た
い
。

質
問
　
三
尾
、
和
田
地
区
は

不
要
な
の
か
。

町
長
　
絶
対
必
要
と
い
う
こ

と
な
ら
、
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
自
主
防
災
会
の
指
定

場
所
は
、
完
了
し
た
津
波
避

難
施
設
と
同
等
か
。

　　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
津

波
避
難
に
関
す
る
整
備
計
画

か
ら
概
ね
完
成
。

質
問
　
完
成
完
了
な
ら
、
全

く
問
題
が
な
い
わ
け
か
。

町
長
　
も
ち
ろ
ん
見
直
し
協

議
は
必
要
で
あ
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

防
災
ま
ち
づ
く
り
み
ら
い
課
長

▲ 学校給食風景
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津
波
避
難
施
設
に
つ
い
て

津
波
避
難
施
設
に
つ
い
て

施
政
方
針
か
ら

施
政
方
針
か
ら

町
の
地
域
特
性
に
つ
い
て

町
の
地
域
特
性
に
つ
い
て

質
問

一
般
質
問

谷　進介議員

給食費無料化 
　ずっと増えていくが

どんどん増えていく
　　　ということが大事

答
弁

▲ 上田井地区津波避難タワー

産
業
や
観
光
振
興
の
到
達
点

に
つ
い
て

産
業
や
観
光
振
興
の
到
達
点

に
つ
い
て
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上
田
井
地
区
（
南
側
）
津

波
避
難
施
設
建
設
工
事
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
６
月
末
を

も
っ
て
完
成
し
、
７
月
１
日

か
ら
避
難
施
設
と
し
て
供
用

を
開
始
す
る
た
め
の
改
正
。

　
　
　
　
　
　

　

現
行
ど
お
り
の
税
率
で
は
、

不
足
が
生
じ
る
た
め
税
率
を

上
げ
る
改
正
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
措
置
の
改
正
。

　
　
今
回
の
大
き
く
改
正
さ

れ
た
内
容
を
基
本
的
な
モ
デ

ル
世
帯
（
40
歳
以
上
の
夫
婦

と
子
供
２
人
）
で
令
和
４
年

度
と
令
和
５
年
度
の
改
正
後

の
比
較
で
わ
か
り
や
す
く
説

明
願
い
た
い
。

　
　

年
収
４
５
０
万
円
で
、

所
得
が
３
１
６
万
円
の
モ
デ

ル
世
帯
で
、
配
偶
者
が
収
入

０
円
、
未
就
学
の
子
供
２

人
で
、
国
民
健
康
保
険
税

が
、
令
和
４
年
度
は
年
間
46

万
６
７
０
０
円
、
改
正
後
は

53
万
５
２
０
０
円
に
な
る
。

　

ま
た
、
単
身
世
帯
及
び
所

得
の
な
い
世
帯
で
、
介
護
給

付
費
な
し
の
場
合
は
、
令
和

４
年
度
で
年
間
１
万
８
２
０

０
円
、
令
和
５
年
度
は
２
万

７
０
０
円
と
な
る
。

　
　
税
率
は
、
県
内
で
何
番

目
。

　
　

24
番
目
。

　
　

増
額
の
要
因
は
。

　
　

一
人
当
た
り
の
医
療
費

の
増
加
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
増
加
。

　
　
国
民
健
康
保
険
基
金
か

ら
の
今
後
の
繰
り
入
れ
見
通

し
は
。

　
　

令
和
４
年
度
３
３
０
０

万
円
繰
り
入
れ
し
、
令
和
５

年
度
も
２
０
０
０
万
円
繰
り

入
れ
し
て
い
る
が
、
今
後

も
毎
年
２
０
０
０
万
円
繰
り

入
れ
し
て
い
く
と
、
あ
っ
と

い
う
間
に
底
を
つ
く
た
め
、

基
金
の
繰
り
入
れ
も
減
ら
し

な
が
ら
税
率
を
上
げ
、
安
定

的
な
運
営
を
目
指
し
て
い

く
。

　
　
　

　

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
及
び

町
立
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の

給
食
費
に
つ
い
て
、
恒
久
的

に
無
償
化
す
る
た
め
の
改
正
。

　
　
一
部
の
人
に
税
で
負
担

す
る
の
か
。

　
町
長
と
し
て
、
恒
久
的
に

給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
公
約
と
し
た
理

由
は
。

　
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
と

か
の
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
説
明
は

な
い
の
か
。
　

　
　

最
初
は
、
子
ど
も
に
ご

飯
を
食
べ
さ
す
の
は
親
の
役

目
と
考
え
て
い
た
が
、
区
長

会
や
、
無
償
化
に
し
て
い
る

他
の
市
町
の
首
長
か
ら
も
、

住
民
の
町
外
転
出
を
防
げ
て

い
る
等
の
意
見
も
参
考
に
、

人
口
減
少
を
少
し
で
も
防
ぎ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
介
護
保

険
料
の
減
免
措
置
の
改
正
。

　
　
カ
ラ
ス
等
対
策
ネ
ッ
ト

の
費
用
と
い
う
こ
と
だ
が
、

詳
し
く
説
明
を
。

　
　

現
在
５
戸
以
上
の
場

合
、
籠
の
補
助
金
が
あ
る
の

だ
が
、
５
戸
以
下
に
つ
い
て

は
対
策
が
無
い
状
態
で
、

個
人
に
対
策
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　

３
戸
以
上
の
ゴ
ミ
を
出
し

て
い
る
所
に
関
し
て
、
２
ｍ

×

３
ｍ
の
既
製
品
の
ネ
ッ
ト

を
支
給
す
る
と
い
っ
た
も

の
。

　
　
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

は
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

こ
の
３
月
に
改
修
し
た

ト
イ
レ
の
北
側
に
身
体
障
害

者
の
ト
イ
レ
が
あ
る
が
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。

　

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

QQ
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商
品
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総務産業建設常任委員会

　　農林水産建設課より煙樹ヶ浜保安林の現
況や町内の工事予定や進捗状況、ほ場整備な
どの説明を受けた。

　町内の工事は、県営事業がほとんどです。
　三尾地内の県道御坊由良線の道路拡幅や大山谷
川砂防堰堤、西川河川改修事業に至っては、年々
上流に事業が進んでおり、各事業の成果が出てき
ていると感じます。
　また、６月２日の大雨による災害現場の状況も
確認し、住民の皆様の安心安全を守るため、事業
の早期完成と一日も早い復旧のため、総務産業建
設常任委員会としても町と連携し、積極的に要望
活動を続けていきます。

　　5月26日に説明を受けた工事現場や大雨
による災害現場をめぐり、農林水産建設課か
ら説明を受けた。

事業工事現場及び大雨による災害現場を視察
６８/526/

文教厚生常任委員会
ファミリー・サポート・センター「そらまめサポート」を視察

　　子育て健康推進課から、ファミリー・サ
ポート・センター事業の概要を聞き、御坊市の現
地に行き、そらまめを運営するＮＰＯ法人Ｃｏｍ
子育て環境デザインルーム（デザイン）理事長か
ら、事業の内容について、説明を受けた。

5 19/

視察を終えて

▲ 大雨による県道御坊由良線崩落現場

▲ 御倉橋歩道橋現場

◀ 大山谷川砂防堰堤
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上田井地区津波避難タワー・
　　　　防災福祉センター（印南町）を視察

　　防災まちづくりみらい課から、
町の一時避難場所、避難所に備えて
いる備蓄品の説明を受けた。

5 17/ 　　上田井地区津波避難タワーでは、頂上まで上
がって、防災まちづくりみらい課から概要について
説明を受け、その後、印南町防災福祉センターの視
察を行った。

７５/

　昔の子育ては親だけではなく、年寄・家族・
地域が担ってきたものだが、核家族化が進み共
働き世帯の増加により、このような場所が必要
になってきた。御坊小学校の空き教室を利用し
ているので何かと便利がよさそう。
　今後、益々必要性が高まってくるであろう。

視察を終えて

　防災福祉センターは、防災と福祉を兼ね備えた新しい試み。
　施設が完成したばかりで、これから（体制を）つくり上げていくプロセスを見ら
れてよかった。
　上田井のタワーは、これまで見てきたタワーよりすっきりして見える。
　床の隙間がこれまでのものより狭くてよりよいと感じました。

視察を終えて

地震・津波対策特別委員会

▲ 上田井地区津波避難タワー

▲ 防災福祉センター（印南町）
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　議会に対するご意見、あるいは「議会だより」を読んで
の感想など、何でも結構です。
　あなたの声をお聞かせください。
《連絡先》

美浜町議会事務局
TEL　23-4958 　FAX　23-5544
mail  gikai@town.wakayama-mihama.lg.jp
URL  http://www.town.mihama.wakayama.jp/bunya/mihamachogikai/

あなたの意見をお待ちしております 　
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
と
中

央
公
民
館
に
お
い
て
も
、
議

会
中
継
が
視
聴
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

You Tube 動画配信をしています！You Tube 動画配信をしています！
　一般質問をYou Tube動画配信しています。

　美浜町議会ホームページからも、ご覧になれます。

美浜町役場　議会事務局　〒644-0044  和歌山県日高郡美浜町和田1138-278　TEL 0738-23-4958　 FAX 0738-23-5544
mail：gikai@town.wakayama-mihama.lg.jp　URL：http://www.town.mihama.wakayama.jp/bunya/mihamachogikai/

議会だより議会だよりみ は ま
令和5年（2023年）7月25日

６月議会
第２回定例会

150第 号

町政に問う！
こんな質問がありました
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美浜町議会

３月

４月

５月

６月

１２日 例月出納検査

全員協議会

１５日 内外情勢調査会　 議長・副議長

１７日 議員研修会

地震・津波対策特別委員会

１９日 議会運営委員会

第２回臨時会

文教厚生常任委員会

２３日

２４日
全国町村議会議長・副議長研修会　 議長・副議長

２６日 総務産業建設常任委員会

３０日 県議長会・定期総会　議長

御坊日高老人福祉施設事務組合議会

日高郡町議会議長会臨時総会　議長　

日高広域消防事務組合議会

例月出納検査・随時監査

議会運営委員会

第１回定例会（第１日）

全員協議会・総務産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

第１回定例会（第２日/一般質問）

第１回定例会（第３日/一般質問）

議会広報特別委員会・地震・津波対策特別委員会

第１回定例会（第４日/議案審議）

第１回定例会（第５日/議案審議）

第１回定例会（第６日/議案審議）

議会広報特別委員会

１日

３日

６日

８日

１０日

２０日

２２日

２３日

２４日

２７日

３０日

６日 議会広報特別委員会

７日 全員協議会

日高郡町議会議長会 第1回定期総会　議長

１０日 例月出納検査

１４日 議会広報特別委員会

日高郡事務協議会総会　議長

２７日 県議長会・理事会　 議長

４日 和歌山駐屯地創立６１周年記念行事

８日 議会運営委員会

総務産業建設常任委員会

９日 例月出納検査・定期監査

１２日 市町村振興協会評議委員会　 議長

１３日 第２回定例会（第１日）

総務産業建設常任委員会・文教厚生常任委員会

議会広報特別委員会・地震・津波対策特別委員会

２１日 第２回定例会（第２日/一般質問）

２２日 第２回定例会（第３日/一般質問）
２３日 第２回定例会（第４日/議案審議）

２９日 御坊広域行政事務組合議会

御坊市外五ヶ町病院経営事務組合議会

議会の動き議会の動き 【３月～６月】《議員の出席した会議や研修 ・ 行事など》

私たちは、町内の方が作って
くれた、かかしだよ。


